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研究成果の概要（和文）：2010年末に始まった「アラブの春」以降、中東の多数の国では社会的・政治的変動が
続いている。その中で欧州に向かった中東出身の移民や難民の研究は、欧州における問題解決という観点から、
政治学、国際関係論、平和構築学などをはじめとした諸学問分野において強い関心を伴って進められてきた。本
研究課題は欧州以外の諸地域にも及んでいる中東からの移民や難民が、移動に伴う人間関係の形成や人的交流を
通じて、どのように新たな知識や宗教・民族をめぐる理解を形成するのか、そして彼らの移動が中東をはじめと
した諸地域に何をもたらしたのかを、モロッコ、エジプト、イエメン出身の移民や難民を対象として明らかにす
ることが目的である。

研究成果の概要（英文）：Since the Arab Spring erupted at the end of 2010, drastic social and 
political changes have continued in Middle Eastern countries. In this context, scholarly interest in
 the influx of migrants and refugees from the Middle East into Europe has increased. However, many 
discussions have fallen short of developing an adequate framework for understanding the ongoing 
transformation in the Middle East in relation to the development of the recent migration movement 
due to the conventional research's problematic colonialist perspective inherited from the long 
tradition of Middle Eastern studies developed in Europe and the US.  This research project aims to 
fill this gap by clarifying how migrants and refugees from the Middle East develop new knowledge and
 understandings of religion, ethnicity, and global power relations with a special focus on the 
formation of relationships and personal exchanges that accompany their migration. 

研究分野： 文化人類学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
民主化を旗印に様々な要求を国家に突きつけた「アラブの春」は、その後の中東諸国の政治体制のあり方や域内
秩序を根底から揺るがした。モロッコやチュニジアでは市民社会の発展が見られた一方、リビアやシリア、イエ
メンでは内戦が勃発し、エジプトでは独裁体制が強化された。その結果、欧州をはじめとした近隣地域だけでな
く、東アジアにまでも移民、難民が、大量に流出し、世界的なネットワーク再編を余儀なくさせた。本研究の学
術的・社会的意義は、そのような21世紀の世界のあり方を現在進行形で根源的に変貌させる中東世界の今日的変
容を、人の移動のあり方の変容と地域、そして知の再編から捉えようとする点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
2010 年末に始まった「アラブの春」以降、中東諸国の混迷は深まっている。シリア内戦、イエ

メン内戦の長期化が現地に甚大な被害をもたらし続けているだけでなく、エジプトやモロッコ
など比較的政治的に安定した国においても、新しい人の流れが見られる。それに加えて「アラブ
の春」の影響は欧州に波及し、移民、難民の増加、イスラーム国の台頭とテロの拡散などが顕在
化している。同時に、移民の統合や同化政策を推し進めてきた欧州諸国におけるイスラモフォビ
アの広がり、社会の分断や差別の増加が深刻な問題となっている。 
本研究では、「アラブの春」以降の人の移動を理解する上で問われるべき重要な研究課題とし

て、以下の諸点があるという理解を背景として研究を開始した。 
第一に、中東からの移民や難民の流れは、欧州のみならず、中東域内、アフリカ、アジ

アなどの欧州以外の諸地域にも及んでおり、新たな地域間の結びつきを生み出している。
欧米中心に地域関係を捉える視点では注目をされてこなかった新たな地域連関の実態が
どのようなものであるのか、移動に伴う人間関係の形成や人的交流を通じて、新たにどの
ような知識や、宗教・民族をめぐる理解が形成されているのかを明らかにする必要がある。 
第二に、中東から欧米への移民に着目する研究は、これまでの移民の出身地をもっぱら「移民

輩出地」、「故郷」、あるいは移民の「送り出し国」とのみ捉えて来た。だが、これまでの移
民研究において移民の送り出し国と捉えられて来た北アフリカのモロッコなどにおいて
は、サブ・サハラ以南アフリカから移民が多数流入し、社会の構成そのものが変化を見せ
るという事態が新たに生じている。こうした現実を踏まえ、本研究は、移民輩出地とされ
てきた地域が、今日、帰還移民のみならず、他地域から多様な人々が流入することによっ
て新たな相互交渉の場となっていることに着目する必要があり、輩出地／流入地という区
分を越えて、いかなる社会編成と知の形成が新たに生起しているのかを明らかにする必要
があると考えた。 

第三に、中東諸国は「アラブの春」以前から移民を輩出してきただけでなく、そも
そも人々が離合集散を繰り返して来た場でもある。それでは、「アラブの春」後の人の移動
は、それまでの人の移動と何が違うのか、「アラブの春」後の移民や難民などの形をとって
顕在化した人の移動は、中東をはじめとした諸地域に何をもたらしたのか。このような問
いの検討は、現代世界が直面する劇的な社会情勢の変化を把握するうえでも重要であると
研究班では考えた。 
 
２．研究の目的  
本研究課題の目的は、中東系ムスリム移民や難民の中でもモロッコ、エジプト、イエメン出身

者を手掛かりとして、特に「アラブの春」以降の中東出身者の人の移動の特質の一端を解明する
のとともに、中東、欧州、アジア、アフリカなどを跨ぐ人の移動を通じて、各地の社会関係や知
はどのようにして再編されているのかをミクロな次元から明らかにすることにある。すなわち
本研究は、ヒト・モノ・情報が「動くこと」に注視し、その今日的特徴を明らかにしながら、現
代社会を生きる中東出身者が、変わりゆく世界を生きながら、いかにして自らの生活の場を切り
開いていこうとしているのかを捉えようとするものである。 
 
３．研究の方法 
共同研究としては齋藤が統括を担当し、同時に齋藤がモロッコ、大坪がイエメン、鳥山がエジ

プトの出身者を対象に各々に海外の研究協力者と共に個別研究を実施した。移民輩出に至る「ア
ラブの春」以前の植民地支配をはじめとした歴史的経緯や、独立以降の政治的・経済的状況に目
配りをしつつ各地域の研究を進めることで、「アラブの春」以降の今日的様相を明らかにした。
その際上掲の 3つの国の出身者を研究対象とすることにより、マグリブ（西方イスラーム世界）、
マシュリク（東方イスラーム世界）、ハリージュ（アラビア半島）という中東の地域多様性に目
配りすること、個々の国家情勢を背景とした移民の多様な展開を広くとらえることの二点を意
識した。その結果齋藤は、モロッコの国内移動に重点を置いた研究を実施した他、大坪は韓国に
おけるイエメン移民の動向を追い、鳥山はサウジアラビアやモルディブ（研究協力者の Abdalla
が担当）におけるエジプト移住労働者の実相を観察することとなった。加えて、それらの個別研
究から得た知見を、知と社会関係の再編をテーマに国内外の研究者と国際シンポジウムを 3 回
にわたって開催し、国際的なレベルでの理論的先鋭化に努めた。 
 
４．研究成果 
令和元年（2019）年度 10 月に本研究課題は始まった。12 月には神戸大学で国内研究者の間で

研究会を開催し、本研究課題についての共通理解を図るとともに、海外調査を含めた今後の研究
計画を練り、海外研究者との研究についても準備を進めた。しかし、2020 年に入って新型コロ
ナウィルスの世界的な感染拡大を受けて当初の予定を変更された。このように、計画に変更は見
られたものの、海外協力者のレオン・ブスケンス（ライデン大学）、ムスタファー・アブダッッ
ラー（ベルリン自由大学）とは、それぞれパリ（EHESS）とナント（ナント先端学術研究所）に



おいて、鳥山を交えた研究報告と研究討論を進め、今後の研究計画についての協議を重ねること
ができた。 
 
令和２(2020）年度は、民衆文化、嗜好品、教育、ジェンダーといった切り口から、グローバ

ル化の中での社会関係の複合的再編をめぐる検討を進めた。 
当該年度の成果としては、まず、研究代表者である齋藤が編者の一人となり、分担者の大坪、

鳥山、海外研究力者のブスケンスの研究成果を収めた論集 Sur la notion de culture populaire 
au Moyen Orient の刊行を挙げることができる（2021 年 3 月）。これに加え、大坪は「嗜好品か
らドラッグへ：イギリス・オランダのイエメン人とカート」と題した論考を『嗜好品文化研究』
（第 5 号）誌上で発表しており、鳥山は『立教大学ジェンダーフォーラム年報』(21 号)誌上に
「現代エジプトにおける高齢者介護―家族のダイナミクスに注目して」と題した論考を発表し
ている。また、研究代表者の齋藤は共著書『生き方としてのフィールドワーク』（中尾世治・杉
下かおり編、東海大学出版部、2020 年）を公刊した。 
さらに鳥山とブスケンスは、10th International Conference of Museums for Peace におい

て、“Between Heritage and Peace”と題したパネル・セッションを組織し、モロッコやシリア
の事例を用いて、文化遺産と紛争の関係についての問題意識を提起した。報告では、これまでも
遺産保全は紛争回避の文脈で注目を集めてきたが、その議論の主体が国家に占有されてきた点
で、弱者抑圧という暴力性を孕む点が強調された（2020 年 9 月、京都・オンライン開催）。2021
年 2 月には、大坪が招聘・企画依頼を受けて立案したシンポジウム「境界を楽しむ：中東・イス
ラーム世界の嗜好品」が開催され、大坪と鳥山がそれぞれ成果発表を行なった（大阪：国立民族
学博物館現代中東地域研究拠点、オンライン開催）。これらに加えて、大坪は人工知能学会にお
いて小田淳一氏（東京外国語大学）と共に成果発表し（2021 年 3 月）、2020 年度研究会優秀賞
を受賞した。また、鳥山はカナダの Balsillie School of International Affairs におけるセ
ミナーGlobal Insights において成果発表を 2020 年 9 月 に行ない、アメリカ合衆国の政治学者
から高い評価を受けた。齋藤は、研究成果公開促進費を受けて出版された『ジェンダー暴力の文
化人類学』（共著、2021 年 3 月）において研究成果を発表した。以上のように班員それぞれが
中心となって国際共同研究やシンポジウム、パネルの組織を実施し、議論の深化、成果発表を進
めた。 
 
令和３(2021)年度は、新型コロナウイルスの感染が世界的に収束していない状況のため、現地

調査などを実施することはできなかったが、海外研究者との連携をとりつつ、研究を進めた。実
績としては、研究分担者の鳥山が編者となり、本研究課題の海外研究者であるレオン・ブスケン
ス（ライデン大学）、エイモン・クレイユ（ヘント大学）などの研究成果を収めた論集『フィー
ルド経験からの語り』（春風社）が刊行されたことが、まず挙げられる。さらに、鳥山は、単著
『「私らしさ」の民族誌：現代エジプトの女性、格差、欲望』を立命館大学の出版助成金を獲得
して公刊した。この単著出版の準備段階において、本科研班においても研究会を開催し、その内
容について討議を進めたほか、海外研究者のブスケンスなどからも助言を得て改稿が進められ
ており共同研究の一環として、本書の出版は位置づけられる。これらの実績に加えて、研究分担
者の大坪は、本科研班が共催として昨年度開催したシンポジウムの成果などを踏まえた論文集
『嗜好品から見える社会』を 2021 度公刊している。齋藤は、本年度は共同研究の今後の展開を
支える理論面に関わる研究を重点的に進めた。以上の他に、研究代表者の齋藤、分担者の大坪、
鳥山が関わっている中東における家族の変容を対象とした論集企画の出版準備を進めた。また、
科研班では国際シンポジウムの開催の向けた準備の一環として読書会を継続して実施したほか、
令和 4 年度の国際シンポジウム開催に向けた準備をブスケンスと連絡をとりながら継続した。 
 
令和４（2022）年度には、中東系ムスリムの移民・難民の実態をめぐって研究分担者の大坪が

沖縄、韓国などにおいて現地調査を実施するとともにその調査・研究の成果発表を行った。研究
分担者の鳥山は、海外分担者のブスケンス（ライデン大学・教授）が所長を務めるオランダ・モ
ロッコ研究所（The Netherlands Institute in Morocco、モロッコ・ラバト市）において調査・
研究に従事した。鳥山が特に進めたのは、モロッコにおける教育制度、都市再開発についての調
査である。研究代表者の齋藤は、ベルベル人の間で広がっているアマズィグ運動においても重要
な意味を持つ故郷なるものをめぐって研究を進めた。近年の人類学的研究、移民・難民研究にお
いてはホーム・メイキングをめぐる研究が蓄積されているが、海外や国内の都市への移民の増加
と新たな生活空間でのホーム・メイキングの動きがいかにして故郷なるものを変成させている
のかという点に留意しつつ、その成果を発表している。また移民・難民と国民国家の関係をめぐ
る理論的検討を進める一環として、ガッサン・ハージが近著『オルター・ポリティクス』におい
て提示した議論の内容を吟味した論考「もう一つの思考と政治に向けて：ガッサン・ハージの人
類学を基礎づけるもの」を発表した。 
以上のような成果に加えて、国際共同研究として重要なのは、海外研究協力者のブスケンスと

ともに、中東における人々の移動・遭遇・交流を伴う知の生成に焦点を定めた国際ワークショッ
プ Taste of Knowledge をオランダ・モロッコ研究所において夏季および冬季、合計２回開催し
たことである。本ワークショップでは、中東に加えケニアや南アフリカを調査地とする日本、オ
ランダ、ドイツ、モロッコ、ケニア、南アフリカの研究者が集い、学術研究が内包する属人性、



親密性、および偶発性、さらには調査地と研究拠点間の知の移転という性質、さらにはそれを促
進させる「書籍・書類」が持つ物質性に焦点を当てた議論が展開された。ケニアの詩人である U
ウスターズ・マフムード・マウを参加者として招くなど、知の生産に付随する特権性を乗り越え
る実践も試みられた。 
 
令和 5（2023）年度には、海外研究協力者であるブスケンスとの共同研究を一層進展させた。

2023 年 8 月には、モロッコにおいて、オランダ・モロッコ研究所との共同開催で Taste of 
Knowledge #3 と題した国際シンポジウムを実施した。ライデン大学（オランダ）やバイロイト
大学（ドイツ）に所属する研究者も参加し、国際的な研究ネットワークの深化と拡大の場となっ
た。ブスケンスとは 2024 年 1 月の日本招聘時にも氏の講演会だけでなく、研究成果刊行（英語
論集、Brill より出版予定）に向けた打ち合わせを持った。また、海外研究協力者であるムスタ
ファー・アブダッラーも日本に招聘し、西アフリカからのメッカ巡礼を主題に、国際移動がロー
カルな社会にもたらす影響を討議した他、モルディブにおけるエジプト人移住労働者の調査研
究についての計画の策定を行った。さらに現地調査、文献研究を継続して実施し、特に大坪は韓
国、沖縄における調査を、また鳥山はモロッコでの調査を進め、ネットワークを拡大させた。こ
うした研究を通じ、ポスト・アラブの春以降、とりわけポスト・パンデミック下の中東諸国にお
ける多様なネットワーク形成が遺産化という新たな社会現象と密接に関連していることが明ら
かになった。コロナ渦を受け、本科研は当初の計画から諸点において修正を余儀なくされたが、
国際共同研究を通じたネットワーク形成、その拡大と深化、成果発表に向けた取り組み、さらに
は新たな研究課題の発見に至るまで、重要な成果を上げることができた。こうした研究成果は、
上記以外にも IUAES、East Asian Anthropological Association Annual Meeting を始め、国際
学会や国際シンポジウム、ワークショップでなされたほか、移動を主題とした理論的検討と民族
誌的研究として刊行された。 
 
本研究は、2019 年 10 月から 2023 年 3 月まで 4年半の研究期間のうち、2020 年初頭からその

大変を新型コロナウィルスの感染拡大により大幅な研究計画の変更を余儀なくされた。 
だが、国際的な共同研究の展開を目的とする「国際関係強化促進」という本科研の趣旨から言

っても、本研究は、海外研究者のレオン・ブスケンスを中心として非常に緊密な研究協力関係を
構築し、共同研究を展開し、ブスケンスを中心として他の海外の研究者との連携・ネットワーク
構築にも努めてきたこと、今後、本研究の成果を踏まえてさらに新たな共同研究を展開可能な状
態にあることが特筆に値する。 
また、主だったテーマとしては、民衆文化、嗜好品、難民、遺産形成、知の再編、故郷（ホー

ム）の再創造などについて移動との関連から成果を出している。本科研の成果はこれまでの年度
ごとの成果内容にも記したように多岐に渡っているが、以下に主だったものについて記す。 

 
(1)移民・難民化と社会関係の再編 
 本研究は、移動による社会関係、知の再編を検討対象としていたが、例えば、「アラブの春」
以降、2015 年に勃発したイエメン内戦の長期化と人道的危機が生まれてきた状況の中で国外に
大量流出したイエメン人を対象とした研究を大坪が進めている。東アフリカ、欧州、そしてマレ
ーシアがイエメン人の主要な移動先であるが、大坪の調査・研究から明らかになったのは、歴史
的にイエメンと関係があるマレーシアが一つの中継地となって東アジアにイエメン人の移動が
広がっていることである。また韓国における現地調査を通じて済州島経由で韓国内に移動が展
開している実態、労働の状況、就労を斡旋するブローカーや難民支援団体との関係、イエメンと
の関係の紐帯をめぐる状況、イエメンにおいて日常的に用いられている嗜好品カートをめぐる
韓国でのステレオタイプ化されたイメージをはじめ、難民であるはずのイエメン人が、実際の
ところ外国人労働者として他の外国人とともに韓国社会の最底辺に組み込まれた実態の一
端が多角的に明らかにされた。 
 
(2)民衆文化 
「アラブの春」において「民主化」を希求する運動が「民衆」の間から自生的に広がり、国境

を超えてその動きが中東諸国に波及的に拡散したことに大きな注目が集まった。新たな社会の
実現を希求する「民衆」と政治が交錯する場として「民衆文化」がある。この中東における「民
衆文化」について、「アラブの春」以前にも視野を広げつつ、「民衆」および「民衆文化」なるも
のを批判的に検討した研究の成果が、齋藤が編集に加わった論集 Sur la notion de culture 
populaire au Moyen Orient である。 
 
(3)遺産形成 
文化遺産という概念には多くの場合、国境を越えた世界市民の財産の保全という前提が含ま

れている。その前提には、あらゆる人々に開かれた文化財という平等主義的思想がある。しかし、
紛争によって人口流出と共に文化遺産の破壊や盗難が進み、その隣国で国家主導による文化遺



産創出が活発に行われている現代中東地域において、そうした建前を額面通りに受け取ること
は難しい。パネルでは、平和構築における博物館の意義をテーマに、シリアにおける人道的罪と
しての遺産破壊、モロッコにおける文化としてのベルベル語の復興、日本において、モノを通じ
て中東地域の紛争がもたらした悲劇を学ぶことの限界について議論し、遺産構築をプロセスと
捉え、それが人々に何をもたらしているのかを議論することの重要性を提唱した。 
 
(4) 知の再編 
研究期間中、国際ワークショップ “Taste of Knowledge”を３回開催した。本ワークショッ

プでは、旧植民地を対象とした研究におけるデータ収集とその分析における恣意性、偶発性、偏
向性について、研究に関わる様々なアクターに目を向けつつ、知の生産に関わる諸課題を検討し
た。研究という知の生産は、今日的でグローバルな営みであると同時に、多様な欲求を抱える生
身の人間が行う極めて私的で瞬間的なものでもある。こうした視座に立ち、本ワークショップシ
リーズでは、従来の知の生産をめぐる地理的権力性の批判と、それを超えた協働活動としての知
の生産枠組みの創出に努めた。この成果は、齋藤、鳥山、ブスケンスが編集、大坪を含めた 11
名が執筆者として参加する形で Brill 社から論集として出版されることが決定している。 
 
(5)フィールド経験の再検討 
フィールドワークは通常、現場に赴き、その場所で行われていることを観察する営為とみなさ

れてきた。『フィールドワーク経験からの語り』では、こうした認識において顧みられることの
ない、フィールドワーカーの振る舞いや人との関わり方の変化を観察に含め、相互行為としてフ
ィールドワークを捉え直すことを試みた。その背景には、調査のツールとしてハウツーが語られ
もするフィールドワークに、人の営為としての調査研究という側面を呼び戻すことの必要性が
あった。 
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